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【目  的】  
両側性の本態性振戦は患者の生活の質 (QOL)を著しく低下させる。振戦をコン
トロールするための視床腹中間核 (Vim)高周波凝固術は確立された治療ではあ
るが、両側手術では高い確率で副作用が生じることが報告されてきた。しかし
これらの報告は MRI やコンピューターによる手術計画の無かった時代のもの
であり、現在の精度の高い最新技術によるものとは異なると考えられる。本研
究の目的は段階的な両側 Vim 凝固術の効果と副作用について、患者の QOL と
満足度を中心に調査し両側 Vim 凝固術の妥当性を検討することである。  
【対象および方法】  
保存治療抵抗性の本態性振戦患者 8 例 (20-78 歳、平均 41.1 歳、男性 7 名、女性
1 例 )で二期的に両側 Vim 凝固術を行った患者を対象とした。郵送によるアンケ
ート調査を行い、全例から返答を得た。質問内容は振戦の程度、発語や会話、
集中力、記憶力、計算能力、仕事や外出、箸の使用や飲水、着衣、書字などに
関して、問題なし、軽度、中等度、重度の障害の 4 段階で評価した。  
【結  果】  
全例で振戦の改善による QOL の改善を認め、7 名が治療に満足していた。満足
ではない 1 例では残存した頭部振戦が理由であった。副作用として軽度の発語
障害、集中力低下、記憶力低下などが認められたが、軽度で日常生活や仕事に
は支障はなかった。重度の問題を呈した例もなかった。全例治療前には困難で
あった書字、飲水、食事などの日常動作が可能となり、全例が本治療を他の患
者にも勧めると返答した。  
【考  察】  
Vim 凝固術の振戦コントロールの効果はすでに確立されていたため、両側手術
の妥当性は、いかに副作用が軽度で少ないか、その軽度な副作用が受容できる
ものかどうかということによる。本研究では治療後の調査時期が最短で 1 週間
と短いが、大多数の副作用は一過性であるため結果が過小評価されることはな
い。すなわち年単位の長期間が経過すれば、さらに良好な結果となることが推
測される。また今回あえて振戦重症度スコアなどの客観的スコアなどを用いた
評価をしなかったのは、患者自身の満足度が最も重要と考えたからである。今
後、Vim 核凝固術は集束超音波によるより低侵襲な手法での発展が期待されて
いるが、今回の結果はこの手法でも両側治療の道が開けることを示唆している。 
【結  論】  
両側 Vim 凝固術は保存治療抵抗性の本態性振戦患者の QOL を改善し副作用も
許容範囲内で妥当な治療である。本研究は難治性振戦の今後の脳神経外科的治
療方針を画策するうえで非常に重要である。  
